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お
け
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証
明
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再
構
成
 
 

青
 
柳
 
達
 
朗
 
 

（
猷
雛
雛
甜
朋
）
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1
 
租
税
確
定
手
続
（
狭
義
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2
 
租
税
争
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手
続
 
 
 

3
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と
め
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租
税
法
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域
の
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殊
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l
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に
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税
法
の
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2
 
課
税
庁
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者
性
 
 
 

3
 
所
得
計
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責
任
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証
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責
任
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2
 
租
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法
領
域
の
特
殊
性
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総
括
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3
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為
責
任
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づ
く
証
明
責
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分
配
 
 
 

4
 
無
過
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責
任
的
証
明
責
任
 
 

六
 
お
わ
り
に
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講
 
 

座
 
 

実
 
務
 
民
 
訴
 
 

新
実
務
民
訴
 
 

大
 
 

系
 
 
 

こ
れ
か
ら
の
民
訴
 
 

講
 
座
 
民
 
訴
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ケ
月
章
・
民
事
訴
訟
法
〔
法
律
学
講
座
双
書
〕
 
 

三
ケ
月
章
・
民
事
訴
訟
法
〔
法
律
学
全
集
〕
 
 

小
山
昇
他
編
・
演
習
民
事
訴
訟
法
上
・
下
 
 

中
野
貞
一
郎
他
編
・
民
事
訴
訟
法
語
義
〔
有
斐
閣
大
学
双
書
〕
 
 

金
子
宏
他
編
・
租
税
法
講
座
 
 

鈴
木
忠
一
他
監
修
・
実
務
民
事
訴
訟
法
講
座
 
 

鈴
木
忠
一
他
監
修
・
新
実
務
隠
事
訴
訟
法
講
座
 
 

雄
川
一
郎
他
編
・
現
代
行
政
法
大
系
 
 

佐
上
善
和
他
・
こ
れ
か
ら
の
民
事
訴
訟
法
 
 

竹
下
守
夫
他
編
・
講
座
民
事
訴
訟
 
 

行
政
事
件
裁
判
例
集
 
 

税
務
訴
訟
資
料
 
 
 



1
 
問
題
の
所
在
 
 

租
税
訴
訟
な
い
し
税
務
訴
訟
と
い
わ
れ
る
も
の
の
う
ち
で
、
中
心
を
な
し
て
い
る
の
は
、
所
得
の
認
定
を
争
う
訴
訟
で
あ
る
。
現
行
制
 
 

（
1
）
 
 

虔
上
は
、
所
得
の
認
定
を
争
う
訴
訟
は
課
税
処
分
取
消
訴
訟
と
し
て
、
抗
告
訴
訟
の
形
態
を
と
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
課
税
処
分
取
 
 

消
訴
訟
イ
コ
ー
ル
所
得
の
認
定
を
争
う
訴
訟
を
、
狭
義
の
税
務
訴
訟
と
言
う
こ
と
が
多
い
。
本
稿
で
は
、
税
務
訴
訟
と
は
、
所
得
の
認
定
 
 

を
争
う
訴
訟
を
給
す
も
の
と
す
る
。
 
 
 

税
務
訴
訟
に
お
い
て
は
、
そ
の
特
質
に
応
じ
た
理
論
構
成
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
現
在
、
最
も
そ
れ
が
要
請
さ
れ
て
い
る
の
は
、
証
拠
 
 

法
の
分
野
、
特
に
証
明
責
任
に
つ
い
て
で
あ
る
。
租
税
法
領
域
の
特
殊
性
か
ら
生
起
す
る
証
拠
の
偏
在
と
、
そ
れ
に
よ
る
課
税
庁
の
不
利
 
 

益
を
ど
の
よ
う
に
正
義
と
衡
平
の
観
点
か
ら
是
正
し
て
い
く
の
か
。
そ
の
よ
う
な
間
藤
意
識
か
ら
、
本
稿
は
出
発
し
て
い
る
。
 
 
 

以
下
で
は
、
租
税
法
領
堺
の
特
殊
性
を
分
析
し
、
そ
の
う
え
．
で
、
証
明
責
任
論
の
新
た
な
潮
流
と
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
結
合
す
る
の
か
 
 

を
考
察
し
た
い
。
 
 

2
 
税
務
訴
訟
の
本
質
 
 

∽
 
税
務
訴
訟
の
本
質
に
つ
い
て
、
現
在
の
通
説
的
見
解
は
、
民
奉
訴
訟
上
の
債
務
不
存
在
確
認
訴
訟
と
パ
ラ
レ
ル
に
把
え
、
租
税
債
 
 

務
不
存
在
確
認
的
な
訴
訟
と
し
て
構
成
し
、
訴
訟
の
対
象
と
な
る
の
ほ
更
正
決
定
等
で
確
定
さ
れ
て
い
る
所
得
額
の
存
否
で
あ
る
、
と
し
 
 

三
二
七
 
 
 

一
 
は
じ
め
に
 
 



三
二
八
 
 

（
2
）
 
 

て
い
る
。
 
 
 

訴
訟
法
上
ほ
、
抗
告
訴
訟
の
形
態
を
と
っ
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
比
較
的
初
期
の
段
階
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
き
た
の
 
 

は
、
訴
訟
の
対
象
で
あ
る
課
税
処
分
の
適
否
は
」
係
争
年
度
中
の
原
告
の
客
観
的
租
税
債
務
（
い
わ
ゆ
る
抽
象
的
租
税
債
務
）
と
課
税
処
 
 

分
に
よ
っ
て
発
生
し
た
租
税
債
務
（
い
わ
ゆ
る
具
体
的
租
税
債
務
）
と
を
対
比
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
判
断
さ
れ
得
る
も
の
と
理
解
さ
 
 

れ
、
審
理
の
重
点
が
、
抽
象
的
租
税
債
務
の
発
生
要
件
で
あ
る
係
争
年
度
中
の
原
告
の
客
観
的
所
得
額
の
確
定
に
お
か
れ
て
い
た
こ
と
、
 
 

（
3
）
（
4
）
（
5
）
 
 

に
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 

（
6
）
（
7
）
 
 
 

証
明
責
任
の
所
在
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
通
執
的
見
解
に
基
づ
け
ば
、
原
則
と
し
て
、
課
税
庁
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
。
 
 

伺
 
こ
れ
ら
の
通
説
的
見
解
に
対
し
て
、
白
石
健
三
氏
甘
、
「
所
得
の
実
額
の
存
否
と
い
う
こ
と
が
訴
訟
の
対
象
と
な
り
、
所
得
実
額
 
 

の
存
在
に
つ
い
て
被
告
側
が
主
張
立
証
の
責
任
を
負
う
と
考
え
る
こ
と
は
正
当
で
な
く
、
訴
訟
の
対
象
と
な
る
も
の
は
、
む
し
ろ
、
所
得
 
 

の
推
計
方
法
（
認
定
の
仕
方
、
あ
る
い
は
璽
疋
方
法
）
の
合
理
性
の
有
無
と
い
う
こ
と
で
あ
る
べ
き
で
あ
り
、
被
告
が
主
張
立
証
責
任
を
 
 

（
8
）
 
 

負
う
の
は
、
所
得
の
認
定
方
汝
の
合
理
性
に
つ
い
て
で
あ
る
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
 
 
 

こ
の
見
解
の
背
後
に
は
、
赦
密
な
意
味
で
の
所
得
実
額
の
確
定
は
、
観
念
的
に
は
可
能
で
あ
る
と
い
っ
て
も
現
実
に
は
ほ
と
ん
ど
不
可
 
 

（
9
）
 
 

能
で
あ
る
、
と
い
う
判
断
が
あ
る
。
 
 
 

租
税
法
領
域
の
特
殊
性
を
踏
ま
え
た
見
解
で
あ
り
、
訴
訟
物
に
つ
い
て
の
議
論
は
別
と
し
て
、
以
下
で
の
検
討
に
際
し
て
、
基
本
的
祝
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
1
0
）
 
 

点
を
撞
供
す
る
も
の
で
あ
る
。
 
 
 



3
 
税
務
訴
訟
に
お
け
る
証
明
責
任
 
 
 

田
 
証
明
責
任
（
挙
証
責
任
・
立
証
責
任
と
も
い
う
）
と
は
、
訴
訟
に
お
い
て
裁
判
所
が
あ
る
事
実
の
存
否
に
つ
き
そ
の
い
ず
れ
と
も
 
 

確
定
で
き
な
い
場
合
（
真
偽
不
明
、
n
O
n
－
i
q
u
e
t
）
に
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
判
決
に
お
い
て
、
そ
の
事
実
を
要
件
と
す
る
自
己
に
有
利
 
 

な
法
律
効
果
の
発
生
ま
た
は
不
発
生
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
当
事
者
の
一
方
の
危
険
ま
た
ほ
不
利
益
で
あ
る
（
民
訴
講
義
三
二
二
 
 

貢
）
。
 
 
 証
明
責
任
は
、
自
由
心
証
主
義
の
働
き
の
尽
き
た
と
こ
ろ
で
の
み
機
能
す
る
。
こ
の
意
味
で
の
証
明
責
任
の
分
配
の
法
則
は
、
抽
象
的
 
 

か
つ
一
義
的
に
定
ま
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
り
、
個
別
訴
訟
の
発
展
状
態
に
応
じ
て
転
換
・
移
動
す
る
も
の
で
ほ
な
い
、
と
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

伺
 
証
明
責
任
は
、
も
と
も
と
民
事
訴
訟
法
上
の
概
念
と
し
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
行
政
訴
訟
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
て
い
 
 

る
。
そ
し
て
、
行
政
訴
訟
に
お
い
て
も
民
事
訴
訟
に
お
け
る
同
様
の
証
明
責
任
分
配
の
原
則
が
妥
当
す
る
も
の
と
し
て
、
法
律
要
件
分
棋
 
 

（
‖
）
 
 

説
に
従
っ
て
証
明
責
任
が
分
配
さ
氷
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
多
数
説
で
あ
る
。
 
 

法
律
要
件
分
類
説
を
と
る
論
者
は
、
税
務
訴
訟
に
お
け
る
証
明
責
任
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
す
な
わ
ち
、
税
務
訴
訟
の
 
 

（
1
2
）
 
 
 

税
務
訴
訟
に
お
い
て
も
、
法
律
要
件
分
類
説
の
適
用
な
い
し
準
用
説
が
、
通
説
と
さ
れ
て
い
る
。
 
 

本
質
を
租
税
債
務
不
存
在
確
認
訴
訟
と
観
念
し
、
通
常
の
民
事
訴
訟
で
あ
る
債
務
不
存
在
確
認
訴
訟
と
同
様
に
、
租
税
債
権
の
存
在
を
主
 
 

（
1
3
）
 
張
す
る
課
税
庁
が
証
明
責
任
を
負
う
、
と
説
く
か
、
あ
る
い
は
、
税
法
は
一
定
の
要
件
を
具
備
す
る
と
き
は
、
課
税
庁
に
課
税
処
分
の
権
 
 

（
1
4
）
 
 

能
を
与
え
て
い
る
か
ら
、
そ
の
規
定
の
法
律
効
果
を
主
張
す
る
老
ほ
、
そ
の
娩
定
の
要
件
事
実
に
つ
い
て
証
明
責
任
を
負
う
、
と
し
て
い
 
 

る
。
 
 

三
二
九
 
 
 



三
三
〇
 
 

伺
 
学
説
の
大
多
数
は
、
以
上
の
よ
う
に
、
税
務
訴
訟
に
お
い
て
は
課
税
庁
が
証
明
責
任
を
負
担
す
る
、
と
し
て
い
る
が
、
判
例
も
 
 

「
所
得
の
存
在
お
よ
び
そ
の
金
額
に
つ
い
て
決
定
庁
が
立
証
責
任
を
負
う
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
」
 
（
最
判
昭
三
八
 
 

二
二
二
二
税
資
三
七
号
一
七
一
貫
）
せ
判
示
し
た
も
の
を
代
表
せ
し
て
、
課
税
庁
に
証
明
責
任
が
あ
る
と
す
る
の
が
、
判
例
の
主
流
と
な
 
 

（
1
5
）
 
 

っ
て
い
る
。
 
 

4
 
証
明
責
任
分
配
基
準
の
現
状
 
 
 

日
 
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
所
得
（
課
税
所
得
）
は
、
所
得
税
に
つ
い
て
ほ
〓
疋
期
間
（
年
分
）
に
お
け
る
総
収
入
金
額
か
ら
必
要
経
 
 

費
を
控
除
し
た
金
額
（
所
得
税
法
二
三
条
以
下
）
、
ま
た
、
法
人
税
に
つ
い
て
は
一
定
事
業
年
度
に
お
け
る
益
金
か
ら
損
金
を
睦
除
し
た
 
 

金
額
（
法
人
税
法
二
一
条
、
二
二
条
）
と
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

そ
こ
で
、
証
明
責
任
の
対
象
と
な
る
主
要
事
実
は
、
課
税
所
得
そ
の
も
の
か
、
そ
れ
と
も
こ
れ
を
組
成
す
る
収
入
、
必
要
経
費
等
か
が
 
 

問
題
と
な
る
。
通
説
的
見
解
は
、
所
得
金
額
は
計
算
の
結
果
で
あ
っ
て
具
体
的
事
実
で
は
な
い
か
ら
、
個
々
の
所
得
の
発
生
原
因
た
る
収
 
 

（
1
6
）
 
 

入
、
必
要
経
費
、
収
益
、
費
用
等
が
主
要
事
実
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
 
 

回
 
そ
の
場
合
、
収
入
や
収
益
に
つ
い
て
課
税
庁
が
証
明
責
任
を
負
う
点
に
つ
い
て
ほ
争
い
は
な
い
が
、
必
要
経
費
や
費
用
に
つ
い
て
 
 

腰
議
論
が
あ
る
。
判
例
に
も
「
必
要
経
費
の
主
張
立
証
責
任
ほ
納
税
義
務
者
た
る
原
告
に
あ
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
」
 
（
名
古
屋
地
 
 

判
昭
三
八
・
二
二
九
行
集
忘
巻
二
号
一
六
五
頁
）
と
す
る
も
の
が
あ
る
が
、
裁
判
例
の
多
く
は
、
所
得
の
存
在
に
つ
い
て
課
税
庁
に
 
 

（
1
7
）
 
証
明
責
任
が
あ
る
以
上
、
必
要
経
費
等
に
つ
い
て
も
課
税
庁
が
証
明
責
任
を
負
う
、
と
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、
事
実
の
性
質
に
か
ん
 
 

（
1
8
）
 
 

が
み
、
課
税
庁
の
負
拉
の
軽
減
を
因
っ
て
い
る
、
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 



伺
実
額
課
税
の
場
合
に
は
、
以
上
の
よ
う
で
あ
る
が
、
推
計
課
税
に
あ
っ
て
は
、
推
計
の
適
法
要
件
で
あ
る
推
計
の
合
理
性
に
つ
い
 
 

（
1
9
）
 
 

て
、
課
税
庁
に
証
明
責
任
が
あ
る
。
 
 

そ
し
て
、
推
計
課
税
と
実
額
課
税
と
は
所
得
計
算
の
認
定
方
法
の
差
に
す
ぎ
な
い
、
と
考
え
る
な
ら
ば
、
「
推
計
の
合
理
性
を
基
礎
づ
 
（
2
0
）
 
 

け
る
事
実
は
、
実
額
課
税
に
お
け
る
個
々
の
所
得
発
生
原
因
事
実
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
主
要
事
実
を
構
成
す
る
」
と
解
さ
れ
て
い
 
 

（
2
1
）
 
 
る
。
 
 

（
1
）
広
義
の
租
税
訴
訟
に
つ
い
て
、
金
子
教
授
は
訴
訟
形
式
等
を
基
準
と
し
て
、
S
取
消
訴
訟
、
伺
無
効
確
認
訴
訟
、
㈹
争
点
訴
訟
、
目
不
作
為
の
 
 

違
法
確
認
の
訴
え
、
銅
過
誤
納
金
還
付
請
求
訴
訟
、
N
国
家
賠
償
請
求
訴
訟
、
の
六
つ
に
分
顕
し
て
い
る
（
金
子
宏
「
租
税
法
」
四
六
四
頁
）
。
 
 
 

（
2
）
萬
彗
要
一
〓
七
貢
（
松
沢
智
）
、
杉
本
良
書
「
裁
判
の
今
日
的
課
題
（
行
政
事
件
訴
訟
）
」
判
例
時
報
四
六
五
号
七
頁
、
「
税
務
訴
訟
に
お
け
 
 

る
諸
問
題
」
司
法
研
修
所
論
集
一
九
六
八
年
三
号
一
一
九
貢
以
下
（
石
崎
彗
一
口
）
 
 
 

（
3
）
現
在
の
多
数
説
は
、
訴
訟
物
に
つ
い
て
は
、
表
の
行
政
訴
訟
と
同
様
に
処
分
の
違
法
性
一
般
と
し
て
い
る
。
緒
方
節
郎
「
課
税
処
分
取
消
訴
 
 

訟
の
訴
訟
物
」
実
務
民
訴
九
巻
三
文
。
し
か
し
、
課
税
処
分
の
適
否
は
、
所
得
実
額
の
存
否
に
係
る
と
い
う
こ
と
を
否
定
し
て
い
な
い
。
 
 
 

（
4
）
杉
本
・
前
掲
七
頁
は
、
課
税
処
分
取
消
訴
訟
に
お
い
て
審
理
の
対
象
と
な
る
の
は
課
税
処
分
の
当
否
で
は
な
く
、
原
告
の
主
張
す
る
具
体
的
違
 
 

法
事
由
の
成
否
そ
れ
自
体
で
あ
る
、
と
す
る
。
 
 
 

（
5
）
 
町
田
顕
「
税
法
事
件
の
審
理
に
つ
い
て
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
二
〇
一
卓
二
七
四
頁
。
 
 
 

（
6
）
 
講
空
室
二
二
七
貢
（
松
沢
智
）
、
南
博
方
編
注
釈
行
政
事
件
訴
訟
法
八
四
貢
（
高
林
克
己
）
。
 
 
 

（
7
）
審
理
の
対
象
を
、
処
分
の
具
体
的
違
法
性
と
解
す
る
立
場
か
ら
は
、
原
告
に
有
利
な
事
実
に
つ
い
て
は
原
告
に
、
原
告
覧
利
益
な
事
実
に
つ
 
 

い
て
は
被
告
課
税
庁
に
そ
れ
ぞ
れ
立
証
責
任
が
あ
る
、
と
さ
れ
る
（
杉
本
・
前
掲
八
頁
）
。
 
 
 

（
8
）
 
白
石
健
≡
「
税
務
訴
訟
の
特
質
」
税
理
七
巻
一
二
号
八
頁
。
 
 
 

（
9
）
白
石
氏
は
、
所
得
実
額
と
い
う
も
の
が
客
観
的
に
決
ま
っ
て
い
る
と
い
う
仮
説
、
そ
れ
が
訴
訟
の
対
象
と
な
り
、
そ
れ
が
訴
訟
で
確
定
で
き
る
 
 

三
三
一
 
 
 



三
三
二
 
 
 

の
だ
と
い
う
仮
説
を
信
じ
な
い
、
合
理
的
な
認
定
方
法
、
推
計
の
仕
方
と
い
う
こ
壱
と
不
可
分
で
し
か
所
得
額
ほ
決
吏
ら
な
い
、
と
い
わ
れ
る
 
 

（
白
石
健
三
外
・
行
政
事
件
訴
訟
の
審
理
を
め
や
る
実
務
上
の
諸
問
題
・
研
究
会
㈹
・
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
七
五
号
三
五
頁
）
。
 
 

（
1
0
）
－
緒
方
・
前
掲
九
頁
は
、
所
得
の
認
定
そ
の
も
の
が
行
政
手
続
に
当
た
る
か
疑
問
と
し
た
上
で
、
か
り
に
認
定
方
法
そ
の
も
の
が
独
立
の
違
法
原
 
 
 

因
で
あ
る
と
し
て
も
、
処
分
の
遵
法
一
般
の
な
か
の
一
つ
の
違
法
事
由
に
過
ぎ
ず
、
訴
訟
物
は
や
は
り
違
法
一
般
せ
い
う
べ
き
で
あ
る
、
と
し
て
 
 

い
る
。
 
 

ま
た
、
村
井
正
教
授
も
、
実
額
把
捉
の
困
難
性
と
い
う
こ
と
か
ら
、
訴
訟
物
を
別
異
に
構
成
す
る
契
機
を
引
き
だ
す
べ
き
で
は
な
い
、
と
い
わ
 
 
 

れ
る
（
村
井
正
「
税
法
上
の
抗
告
訴
訟
の
訴
訟
物
」
税
法
学
二
〇
〇
号
一
一
二
頁
）
。
 
 

（
1
1
）
 
滝
川
叡
一
「
行
政
訴
訟
に
お
け
る
立
証
責
任
」
岩
松
還
暦
記
念
論
文
集
訴
訟
と
裁
判
四
八
四
頁
以
下
、
斉
藤
秀
夫
「
税
務
訴
訟
の
立
証
責
任
と
 
 
 

適
法
性
の
推
定
」
同
上
五
≡
九
1
四
〇
頁
、
村
上
博
巳
「
証
明
責
任
の
研
究
」
三
二
〇
－
一
貫
等
。
 
 

（
望
 
（
1
1
）
に
掲
げ
た
も
の
以
外
に
、
講
座
≡
巻
三
二
七
【
八
頁
 

度
－
課
税
処
分
取
消
訴
訟
を
中
心
と
し
て
⊥
判
例
タ
イ
ム
ズ
三
一
五
号
四
一
貫
等
。
 
 

（
1
3
）
 
講
座
三
巻
三
二
七
頁
（
松
沢
智
）
。
 
 

（
1
4
）
 
村
上
こ
別
掲
三
五
三
頁
。
 
 

（
ほ
）
 
秋
田
地
判
昭
二
七
・
四
二
〇
行
集
三
巻
三
号
五
一
二
頁
、
福
岡
地
判
昭
二
九
・
一
二
二
一
〇
行
集
一
巻
追
録
一
八
九
四
京
、
東
京
地
判
昭
三
 
 
 

五
二
二
・
一
七
行
集
一
一
巻
三
号
五
九
八
貢
、
そ
の
他
。
 
 

（
1
6
）
 
佐
藤
繋
「
課
税
処
分
取
消
訴
訟
の
審
理
」
新
実
務
民
訴
一
〇
巻
六
七
頁
、
講
座
三
巻
三
三
二
頁
（
松
沢
智
）
、
高
額
要
子
「
課
税
訴
訟
に
お
け
 
 
 

る
主
要
事
実
」
税
務
弘
報
三
〇
巻
〓
ニ
号
一
五
三
頁
。
村
上
・
前
掲
三
五
五
頁
は
課
税
捨
所
得
金
額
が
主
要
事
実
だ
と
し
て
い
る
。
 
 

（
Ⅳ
）
 
徳
島
地
判
昭
三
三
二
二
二
一
七
行
集
九
巻
三
号
四
三
三
貢
、
熊
本
地
判
昭
三
三
・
六
・
一
九
行
集
九
巻
六
号
一
一
四
九
貢
、
大
阪
地
判
昭
四
八
 
 
 

・
九
二
ハ
税
資
七
二
号
九
八
貫
、
高
松
地
判
昭
五
〇
・
七
二
親
資
八
二
号
二
三
〇
頁
。
 
 

′■■■ヽ ′■■■ヽ   （  

201918  ）  ＼J    ）  

佐
藤
こ
別
掲
七
八
頁
。
 
 

佐
藤
・
前
掲
七
八
頁
、
村
上
・
前
掲
三
五
八
頁
。
 
 

佐
藤
・
前
掲
六
八
頁
。
 



1
 
新
た
な
証
明
責
任
分
配
基
準
の
必
要
性
 
 

税
務
訴
訟
に
お
け
る
証
明
責
任
の
分
配
は
、
民
事
訴
訟
に
お
け
る
法
律
要
件
分
叛
説
に
依
存
し
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
本
家
と
も
い
う
 
 

べ
き
民
事
訴
訟
の
分
野
で
、
最
近
に
な
っ
て
、
法
律
要
件
分
類
説
を
批
判
し
新
た
な
分
配
基
準
を
提
示
す
る
新
説
が
登
場
し
、
証
明
責
任
 
 

の
分
野
は
揺
れ
動
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、
公
害
訴
訟
、
医
療
過
誤
訴
訟
、
薬
害
訴
訟
、
製
造
物
責
任
訴
訟
な
ど
の
現
代
型
訴
訟
の
増
大
に
 
 

対
し
て
、
法
律
要
件
分
類
説
で
ほ
柔
軟
に
対
応
で
き
ず
、
被
害
者
の
救
済
を
図
れ
な
い
、
と
い
う
点
が
自
覚
さ
れ
て
き
て
、
実
質
的
衡
平
 
 

（
2
2
）
 
 

を
重
視
し
た
新
た
な
証
明
責
任
分
配
の
基
準
が
必
要
で
あ
る
と
、
認
識
さ
れ
始
め
た
た
め
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
な
、
当
事
者
間
の
実
質
的
衡
平
重
視
の
要
請
を
受
け
て
登
場
し
た
新
説
は
、
税
務
訴
訟
に
お
け
る
証
明
責
任
論
に
ど
の
よ
う
 
 

な
影
響
を
与
え
る
の
か
。
も
と
よ
り
、
租
税
法
領
域
は
不
法
行
為
法
の
領
域
と
は
異
な
る
。
し
か
し
、
通
常
の
私
法
上
の
法
律
関
係
と
も
 
 

異
な
っ
た
特
殊
性
を
有
し
た
分
野
で
も
あ
り
、
新
説
の
適
応
す
る
余
地
も
充
分
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

そ
こ
で
、
証
明
責
任
論
の
現
状
を
概
観
し
、
分
配
基
準
と
し
て
何
が
必
要
か
、
考
え
て
み
た
い
。
な
お
学
説
の
分
頼
等
に
つ
い
て
は
、
 
 

竜
寄
書
助
「
証
明
責
任
の
分
配
」
講
座
民
訴
五
巻
八
九
貢
以
下
を
参
考
と
し
た
。
 
 
 

（
聖
松
沢
教
授
は
、
推
計
課
税
に
お
け
る
主
要
事
実
は
推
計
さ
れ
た
所
得
の
存
否
の
み
で
、
推
計
過
程
を
組
成
す
る
事
実
は
す
べ
て
間
接
事
実
に
す
 
 
 

ぎ
な
い
と
の
見
解
を
と
っ
て
い
る
（
講
座
三
巻
三
≡
一
貫
以
下
）
。
 
 

二
 
証
明
責
任
論
の
現
状
 
 



三
三
四
 
 

2
 
法
律
要
件
分
類
記
（
規
範
説
）
 
 

（
2
3
）
 
 

（
2
4
）
 
 
 

規
範
説
と
は
、
ロ
ー
ゼ
ソ
ベ
ル
グ
の
主
張
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
わ
が
国
で
は
倉
田
判
事
が
代
表
的
論
者
で
あ
る
。
法
律
要
件
分
類
説
 
 

と
い
う
名
称
を
使
用
し
た
の
は
、
兼
子
教
授
や
岩
松
判
事
で
あ
り
、
内
容
的
に
は
法
規
不
適
用
の
法
則
を
説
く
点
で
、
規
範
説
と
同
じ
で
 
 

（
2
5
）
（
2
6
）
 
あ
る
。
 
 

（
2
7
）
 
 
 

法
律
要
件
分
類
説
に
よ
る
証
明
責
任
の
分
配
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
 
 
 

U
 
権
利
の
発
生
を
定
め
る
法
条
（
権
利
根
拠
規
定
）
の
要
件
事
実
は
、
そ
の
権
利
を
主
張
す
る
老
が
証
明
責
任
を
負
う
。
 
 

伺
 
い
っ
た
ん
発
生
し
た
権
利
関
係
の
消
波
を
規
定
す
る
法
条
（
権
利
消
滅
規
定
）
の
要
件
事
実
に
つ
い
て
は
、
権
利
を
否
認
す
る
老
 
 

に
証
明
責
任
が
あ
る
。
 
 

伺
 
権
利
根
拠
規
定
に
基
づ
く
法
律
効
果
の
発
生
を
障
害
す
る
法
条
（
権
利
障
害
規
定
）
の
要
件
事
実
は
、
そ
の
法
律
効
果
の
発
生
を
 
 

争
う
者
に
証
明
責
任
が
あ
る
。
 
 

何
 
以
上
の
各
場
合
に
つ
き
、
本
文
と
但
吾
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
る
法
条
で
は
、
本
文
に
掲
げ
ら
れ
た
事
実
が
法
規
適
用
の
前
提
要
 
 

件
で
あ
っ
て
、
但
書
で
除
外
さ
れ
た
事
実
ほ
不
適
用
の
要
件
と
な
る
か
ら
、
後
者
の
事
実
に
つ
い
て
は
、
法
条
の
適
用
を
免
れ
よ
う
と
す
 
 

る
相
手
方
に
証
明
責
任
が
あ
る
。
 
 

3
 
利
益
考
量
説
 
 
 

新
説
、
反
規
範
説
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
こ
の
説
ほ
、
証
明
責
任
の
分
配
を
、
法
規
の
形
式
に
と
ら
わ
れ
ず
、
よ
り
実
質
的
な
要
因
に
よ
 
 
 



っ
て
証
明
責
任
を
分
配
し
ょ
う
と
す
る
。
 
 
 

∽
 
石
田
教
授
は
、
S
法
律
の
親
定
が
明
確
に
立
証
責
任
の
分
配
を
定
め
て
い
れ
ば
そ
れ
に
よ
る
。
伺
法
律
の
規
定
が
明
確
で
な
い
場
 
 

合
は
、
何
証
拠
と
の
距
離
、
㈲
立
証
の
難
易
、
㈹
蓋
然
性
に
よ
っ
て
立
証
責
任
の
分
配
を
行
う
。
た
だ
し
、
以
上
に
よ
る
分
配
が
信
義
則
 
 

（
2
8
）
 
や
実
体
法
の
立
法
趣
旨
に
反
す
る
場
合
に
は
修
正
さ
れ
、
信
義
則
は
実
体
法
の
立
法
趣
旨
に
優
先
す
る
、
と
さ
れ
る
。
 
 
 

∽
 
新
堂
教
授
は
、
S
当
事
者
間
の
公
平
の
観
点
と
、
回
法
親
の
立
法
趣
旨
、
の
二
点
を
、
分
配
を
決
定
す
る
基
準
と
さ
れ
、
前
者
に
 
 

（
2
9
）
 
 

つ
い
て
は
、
国
立
証
の
難
易
、
㈲
証
拠
と
の
距
離
、
㈹
経
験
則
の
蓋
然
性
、
の
≡
つ
の
因
子
を
挙
げ
ら
れ
る
。
 
 

（
3
0
）
 
 
 

伺
 
こ
れ
ら
の
説
は
、
権
利
根
拠
規
定
と
権
利
障
害
娩
定
の
実
体
法
上
の
区
別
可
能
性
を
否
定
し
、
間
接
反
証
の
考
え
方
に
否
定
的
な
 
 

（
3
1
）
 
 

見
解
を
示
す
。
 
 

4
 
行
為
責
任
的
証
明
責
任
論
 
 

‖
 
佐
上
教
授
は
、
従
来
の
寵
明
責
任
概
念
は
、
主
要
事
実
の
存
否
不
明
の
場
合
に
の
み
機
能
す
る
と
い
う
点
で
、
結
果
的
証
明
責
任
 
 

論
で
あ
り
、
訴
訟
過
程
に
お
け
る
当
事
者
の
行
為
を
規
律
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
七
て
、
行
為
責
任
と
し
て
の
証
明
責
任
の
必
要
性
を
 
 

（
3
2
）
 
 

説
か
れ
て
い
る
。
 
 
 

す
な
わ
ち
、
一
定
の
事
実
の
証
明
に
つ
い
て
自
ら
主
導
権
を
と
り
、
そ
の
行
為
責
任
を
尽
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
不
利
益
・
負
 
 

担
、
そ
れ
が
証
明
責
任
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
実
体
法
を
行
為
規
範
の
体
系
と
捉
え
た
う
え
で
、
こ
れ
を
訴
訟
に
投
影
さ
せ
よ
う
と
す
る
意
 
 

（
3
3
）
 
 

図
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

従
来
の
結
果
的
証
明
責
任
論
が
、
事
実
の
存
否
不
明
＝
法
不
適
用
問
題
と
し
て
処
理
し
て
い
た
の
に
対
し
て
」
訴
訟
手
続
の
過
程
で
当
 
 

三
三
五
 
 
 



三
三
六
 
 

事
者
が
そ
れ
ぞ
れ
に
要
漬
さ
れ
て
い
竃
証
拠
華
出
等
の
具
体
的
行
動
を
庶
L
た
か
否
か
が
重
要
で
あ
や
∵
不
履
行
の
効
東
を
考
え
る
べ
き
 
 

で
あ
る
、
上
し
て
い
る
。
 
 

（
3
4
）
 
 
 

伺
 
竜
巻
弁
護
士
も
、
佐
上
数
億
と
周
じ
く
、
行
為
賃
任
的
証
明
責
任
の
．
必
要
性
を
認
禦
行
為
責
任
と
結
果
責
任
に
ょ
る
証
明
責
任
 
 

（
3
5
）
 
の
骨
髄
基
準
を
説
か
れ
る
。
 
 
 

叩
毎
為
責
任
と
し
て
の
証
明
責
任
は
、
何
証
拠
を
全
く
碇
出
し
な
い
場
合
の
主
観
的
挙
証
責
任
と
、
㈲
当
事
者
の
責
に
帰
す
べ
き
 
 
 

証
拠
捷
華
行
為
把
よ
巧
其
偽
不
胡
に
な
っ
柔
場
合
に
分
竹
ら
れ
、
結
果
責
任
せ
L
て
の
証
望
見
任
ほ
、
■
対
当
事
者
の
蓑
に
帰
す
べ
き
証
 
 
 

拠
操
偲
行
為
に
よ
っ
て
真
偽
不
明
に
な
っ
た
場
合
せ
、
相
当
事
着
め
凄
絶
帰
し
得
な
い
事
由
に
七
っ
て
真
偽
不
明
に
な
っ
た
場
合
と
に
 
 
 

分
け
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
最
終
的
に
は
、
何
の
主
観
的
挙
証
責
任
、
㈲
何
の
行
為
責
任
的
証
明
責
任
、
刷
の
無
過
失
責
任
的
証
明
責
 
 
 

任
の
三
種
に
分
類
き
れ
る
。
 
 
 

伺
 
主
観
的
挙
証
責
任
と
行
為
責
任
的
証
明
責
任
の
分
配
に
当
た
っ
て
は
、
法
条
の
形
式
の
み
重
視
す
る
こ
と
な
く
、
利
益
考
量
に
 
 
 

ょ
り
実
質
的
公
平
が
実
現
さ
れ
る
よ
う
に
、
両
当
事
者
に
分
配
す
る
。
 
 
 

銅
 
無
過
失
責
任
的
証
瀾
貴
腐
ほ
．
、
予
備
日
蘭
、
権
利
実
現
の
確
保
‥
弱
者
保
護
等
の
実
備
法
の
趣
旨
等
か
ら
分
配
に
つ
い
て
の
判
 
 
 

漸
を
希
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
 
 

5
 
特
殊
分
野
に
お
仕
る
諸
説
 
 
 

M
 
危
険
領
域
説
腰
、
韻
書
賠
償
請
求
訴
忍
紅
お
い
て
損
害
原
因
が
債
務
者
・
加
害
者
の
危
険
領
域
－
法
的
ま
た
は
事
実
的
に
支
配
可
 
 

能
先
登
活
儲
滅
1
忙
あ
る
場
合
に
恨
、
こ
の
老
が
債
務
不
履
行
・
不
法
行
為
の
客
観
的
及
び
主
観
的
要
件
の
不
存
在
の
証
明
責
任
を
負
 
 
 



（
3
6
）
 
 

う
、
と
す
る
説
で
あ
る
。
 
 
 

伺
 
表
見
寵
明
と
ほ
∵
イ
ィ
ッ
の
判
例
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
理
論
で
、
あ
る
確
定
さ
れ
た
事
実
A
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
事
実
が
あ
れ
 
 

（
3
7
）
 
 

ば
生
活
経
験
上
事
案
B
が
存
在
す
る
の
が
通
常
で
あ
る
よ
う
な
場
合
に
、
B
の
存
在
を
推
認
す
る
証
明
の
こ
と
で
あ
る
。
 
 
 

回
 
そ
の
他
、
証
明
妨
害
、
模
索
的
証
明
等
、
何
ら
か
の
形
で
証
明
責
任
に
係
わ
る
分
野
が
あ
り
、
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
内
 
 

（
3
8
）
 
 

容
に
つ
い
て
は
省
略
す
る
。
 
 

6
 
各
説
の
問
題
点
 
 

証
明
責
任
を
め
ぐ
る
論
争
を
通
じ
て
、
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
以
下
の
各
点
で
あ
る
。
 
 
 

‖
 
法
律
要
件
分
塀
説
は
、
「
法
条
の
構
造
だ
け
で
分
配
す
る
」
と
い
っ
た
窮
屈
な
も
の
で
は
な
い
。
現
代
型
訴
訟
に
お
い
て
は
、
要
 
 

（
3
9
）
 
件
事
実
の
不
備
は
解
釈
に
よ
っ
て
補
充
さ
れ
る
。
ま
た
、
新
説
の
批
判
に
対
し
て
は
、
実
体
法
の
解
釈
を
取
り
込
ん
だ
修
正
理
論
が
撞
唱
 
 

（
4
0
）
 
 

さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

伺
 
利
益
考
量
説
の
い
う
、
証
拠
と
の
距
離
、
立
証
の
難
易
、
蓋
然
性
の
分
配
基
準
は
、
不
明
確
で
あ
り
実
務
の
指
針
た
り
え
ず
、
法
 
 

（
4
1
）
 
的
安
定
性
を
害
す
る
、
と
い
っ
た
き
び
し
い
批
判
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
一
般
の
市
民
か
ら
み
れ
ば
、
分
か
り
や
す
い
議
論
で
あ
 
 

（
4
2
）
 
 

る
、
と
い
っ
た
評
価
も
あ
る
。
 
 
 

何
 
証
明
責
任
の
分
配
に
つ
い
て
も
、
証
拠
提
出
行
為
を
中
核
と
す
る
行
為
責
任
を
無
視
す
る
こ
と
は
、
訴
訟
過
程
に
お
け
る
当
事
者
 
 

（
4
3
）
 
の
行
為
を
規
律
す
る
こ
と
が
不
可
能
と
な
る
。
 
 
 



三
三
八
 
 

7
 
－
応
の
富
と
め
 
 

以
上
で
、
証
明
責
任
に
つ
い
て
の
各
説
と
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
点
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
が
、
従
来
の
結
果
的
証
明
責
任
論
で
は
訴
訟
 
 

外
・
訴
訟
過
程
に
お
け
る
当
事
者
の
行
為
を
規
律
で
き
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
行
為
責
任
と
い
う
観
点
か
ら
証
明
責
 
 

（
4
4
）
 
任
を
見
直
し
し
て
み
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
 
 
 

Ⅲ
 
証
明
責
任
と
ほ
、
係
争
事
実
関
係
に
つ
い
て
自
ら
主
導
権
を
と
り
証
拠
提
出
等
に
つ
き
行
為
責
任
を
尽
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
 
 

い
う
不
利
益
・
負
担
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
行
為
責
任
と
し
て
の
証
明
責
任
で
あ
り
、
証
拠
撞
出
行
為
（
一
切
の
立
証
活
動
を
含
む
）
を
 
 

中
核
と
し
て
い
る
。
 
 

国
 
相
手
方
当
事
者
は
、
証
明
責
任
を
負
う
一
方
当
事
者
の
証
拠
捷
出
行
為
等
に
対
し
て
、
積
極
的
に
応
答
し
て
自
己
の
支
配
領
域
内
 
 

に
あ
る
証
拠
等
を
提
出
す
る
責
任
を
負
う
（
二
次
的
証
拠
提
出
責
任
）
。
 
 

囲
 
当
事
者
の
一
方
が
、
自
己
の
行
為
責
任
を
尽
さ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
訴
訟
手
続
の
具
体
的
状
況
に
応
じ
た
不
利
益
を
負
也
す
 
（
4
5
）
 
 

る
。
 
 

国
 
主
観
的
挙
証
責
任
と
行
為
責
任
的
証
明
責
任
の
分
配
に
つ
い
て
は
、
第
這
権
利
根
拠
事
由
は
権
利
主
張
者
に
、
権
利
滅
却
事
由
 
 

及
び
権
利
障
害
事
由
は
相
手
方
に
、
証
拠
提
出
責
任
を
課
す
の
を
原
則
と
す
る
。
M
及
び
∽
の
証
拠
繰
出
責
任
と
二
次
的
証
拠
提
出
責
任
 
 

は
、
そ
の
原
則
的
場
合
で
あ
る
。
 
 
 

し
か
し
、
そ
の
基
準
は
、
証
拠
と
の
距
離
・
立
証
の
難
易
・
蓋
然
性
等
の
公
平
の
基
準
及
び
実
体
法
の
趣
旨
に
よ
り
絶
え
ず
修
正
さ
れ
 
 

（
4
6
）
 
 

る
。
そ
の
場
合
に
ほ
証
拠
捷
出
責
任
と
二
次
的
証
拠
提
出
責
任
と
は
、
入
れ
代
わ
る
こ
と
に
な
る
。
 
 
 



囚
 
当
事
者
が
そ
れ
ぞ
れ
に
要
求
さ
れ
て
い
る
行
為
責
任
を
尽
し
て
も
、
な
お
真
偽
不
明
の
場
合
に
は
無
過
失
責
任
的
証
明
責
任
が
機
 
 

（
卯
）
 
 

能
し
て
、
当
事
者
の
一
方
に
法
律
効
果
の
発
生
ま
た
は
不
発
生
と
い
う
危
険
・
不
利
益
が
課
さ
れ
る
。
こ
の
証
明
責
任
の
分
配
は
実
体
法
 
 

の
趣
旨
等
か
ら
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
 
 

（
2
2
）
 
三
ケ
月
教
授
は
「
法
律
要
件
分
類
説
が
最
も
よ
く
適
合
す
る
の
は
契
約
関
係
の
訴
訟
で
あ
る
＝
…
痕
害
賠
償
請
求
訴
訟
や
差
止
訴
訟
の
分
野
で
 
 

は
、
ど
の
よ
う
な
事
項
に
つ
き
1
誰
に
挙
証
責
任
を
負
わ
し
め
る
の
が
正
義
衡
平
に
合
す
る
の
か
個
別
的
に
究
明
し
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
余
地
 
 

が
増
大
す
る
」
旨
述
べ
て
い
る
（
三
ケ
月
・
双
書
四
九
九
頁
以
下
）
。
 
 
 

（
2
3
）
 
P
－
ゼ
ソ
ベ
ル
グ
＝
倉
田
卓
次
訳
「
証
明
責
任
」
 
（
判
例
タ
イ
ム
ズ
社
）
 
 
 

（
聖
 
倉
田
卓
次
「
間
接
反
証
」
演
習
民
訴
〔
五
〓
、
同
「
証
明
責
任
論
に
お
け
る
通
説
の
擁
護
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
三
一
八
号
五
七
貢
以
下
。
 
 
 

（
2
5
）
 
兼
子
一
「
立
証
責
任
」
民
事
訴
訟
法
講
些
一
巻
五
七
四
貢
以
下
、
岩
松
三
郎
「
民
事
裁
判
に
お
け
る
合
議
」
司
法
研
修
所
資
料
一
二
号
二
九
貢
 
 

以
下
。
 
 
 

（
讐
 
三
ケ
月
・
全
集
四
一
四
京
、
斉
藤
秀
夫
「
立
証
責
任
」
民
事
訴
訟
法
演
習
Ⅱ
四
七
貢
等
。
 
 
 

（
2
7
）
 
「
証
明
責
任
」
民
訴
講
義
（
青
山
善
充
）
三
二
五
貢
以
下
。
 
 
 

（
2
8
）
 
石
田
穣
「
証
拠
法
の
再
構
成
」
一
四
三
頁
以
下
。
 
 
 

（
2
9
）
 
新
堂
・
民
訴
三
五
一
頁
以
下
。
 
 
 

（
3
0
）
 
石
田
・
前
掲
章
二
一
八
貢
以
下
、
新
堂
・
民
訴
三
五
三
貢
。
 
 
 

（
3
1
）
 
石
田
・
前
掲
書
二
〓
二
頁
以
下
、
新
堂
・
民
訴
三
五
五
貢
以
下
。
 
 
 

（
3
2
）
 
佐
上
善
和
「
立
証
責
任
の
意
義
と
梯
能
」
こ
れ
か
ら
の
民
訴
一
四
二
頁
以
下
。
 
 
 

（
3
3
）
 
行
為
規
範
と
は
「
社
会
生
活
に
お
い
て
一
般
に
ふ
み
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
規
範
」
 
（
我
妻
栄
代
表
編
集
「
新
法
律
 
 

学
辞
典
」
三
二
八
頁
。
）
と
定
義
さ
れ
る
。
な
お
、
行
為
規
範
と
裁
判
規
範
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
団
藤
重
光
「
法
学
入
門
」
四
七
貢
以
下
、
 
 

五
十
嵐
清
外
「
法
学
黄
義
」
六
頁
以
下
参
照
。
 
 

三
三
九
 
 
 



（
謂
）
 
∴
証
明
妨
害
に
つ
い
て
は
、
春
日
偉
知
郎
「
証
拠
の
蒐
集
お
よ
び
提
出
過
程
に
お
け
る
当
事
者
行
為
の
規
律
－
事
実
解
明
義
務
の
要
件
を
中
心
と
 
 
 

し
て
⊥
民
訴
雑
誌
二
八
号
六
〇
頁
以
下
、
渡
辺
武
文
「
証
拠
に
関
す
る
当
事
者
行
為
の
規
律
－
証
明
妨
害
、
違
法
収
集
証
拠
の
証
拠
能
力
を
中
 
 
 

心
と
し
て
⊥
講
座
民
訴
五
巻
一
五
九
貢
以
下
を
参
照
。
 
 

（
3
9
）
 
倉
田
・
前
掲
論
文
（
通
説
の
擁
護
）
六
〇
貢
。
 
 

（
4
0
）
 
松
本
博
之
「
証
明
責
任
の
分
配
」
新
実
務
民
訴
三
巻
二
八
二
頁
以
下
、
村
上
博
巳
症
明
責
任
の
分
配
論
再
説
（
下
）
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
四
八
六
 
 

号
二
七
貢
以
下
。
 
 

（
4
1
）
 
松
本
・
前
掲
論
文
二
六
七
貢
以
下
、
そ
の
他
多
数
。
 
 

（
亜
）
 
竜
崎
・
前
掲
論
文
一
〇
五
貢
。
 
 

（
4
3
）
 
佐
上
・
前
掲
書
一
四
二
貢
以
下
。
 
 

（
4
4
）
 
以
下
の
説
明
は
、
佐
上
教
授
と
竜
巻
弁
護
士
の
各
前
掲
論
文
を
中
心
と
し
て
私
見
を
ま
じ
え
て
再
構
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
筆
者
の
能
力
不
足
 
 
 

の
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
論
文
の
真
意
を
伝
え
て
い
な
い
か
も
し
れ
な
い
こ
と
を
、
お
断
り
し
て
お
く
。
 
 

（
4
5
）
 
反
対
証
拠
の
不
提
出
に
伴
い
、
事
実
上
の
推
定
が
働
き
、
自
己
が
不
利
益
を
受
け
る
、
と
従
来
の
説
は
構
成
す
る
。
 
 

（
4
6
）
 
渡
辺
教
授
は
、
新
説
の
意
義
は
、
客
観
的
証
明
責
任
に
お
い
て
で
は
な
く
、
証
拠
提
出
責
任
と
の
関
連
に
お
い
て
の
み
認
め
る
べ
き
で
あ
る
、
 
 
 

と
説
か
れ
る
（
前
掲
論
文
一
六
二
貢
三
）
。
 
 

（
節
）
 
春
日
・
前
掲
論
文
七
〇
頁
も
「
危
険
の
分
配
－
義
務
か
ら
峻
別
さ
れ
る
責
任
－
は
、
双
方
の
当
事
者
に
、
非
難
可
能
性
の
な
い
と
こ
ろ
で
作
動
 
 
 

す
る
。
す
な
わ
ち
、
証
明
責
任
を
負
う
当
事
者
が
期
待
可
能
な
証
拠
甘
責
任
を
尽
し
、
ま
た
証
明
責
任
を
負
わ
な
い
相
手
方
が
、
命
ぜ
ら
れ
た
事
 
 
 

案
解
明
義
務
を
履
行
し
て
も
、
な
お
か
つ
要
件
事
実
が
存
否
不
明
に
と
ど
ま
る
と
き
に
限
ら
れ
る
」
と
す
る
。
 
 
 

（    （    （  ′■‾ヽ  

37 36 35 34 ＼J ＼」ノ  ）    ）  

三
四
〇
 
 
 

竜
巻
喜
助
「
証
明
責
任
の
分
配
」
講
座
民
訴
五
巻
八
九
貢
以
下
。
 
 
 

竜
巻
・
前
掲
書
一
二
貢
以
下
。
 
 
 

浜
上
則
雄
「
製
造
物
責
任
に
お
け
る
証
明
問
題
伺
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
三
〓
一
号
一
五
頁
以
下
。
 
 

藤
原
弘
文
「
一
応
の
推
定
と
証
明
責
任
の
転
換
」
講
座
民
訴
五
巻
〓
四
一
貫
、
渡
辺
武
文
「
表
見
証
明
と
立
証
軽
減
」
吾
川
追
悼
三
三
九
貢
 
 

以
下
。
 
 



1
 
租
税
確
定
手
続
（
狭
義
）
 
 

租
税
債
権
は
、
法
律
の
定
め
る
課
税
要
件
の
充
足
に
よ
っ
て
成
立
す
る
。
実
定
法
上
、
所
得
税
の
納
税
義
務
の
成
立
は
暦
年
終
了
の
時
 
 

で
あ
り
、
法
人
税
の
そ
れ
は
事
業
年
度
終
了
の
時
で
あ
る
（
国
税
通
則
法
一
五
条
二
項
）
。
 
 
 

こ
う
し
て
成
立
し
た
租
税
債
権
は
、
抽
象
的
な
存
在
で
あ
り
、
そ
の
内
容
を
具
体
的
に
確
定
す
る
た
め
の
特
別
の
手
続
を
経
て
は
じ
め
 
 

（
墟
）
 
 

て
具
体
的
租
税
債
権
が
成
立
す
る
。
 

現
行
租
税
法
は
、
申
告
納
税
方
式
を
原
則
的
に
採
用
し
、
第
一
次
的
に
は
納
税
義
務
者
の
申
告
に
よ
り
具
体
的
粗
布
債
権
債
務
が
確
定
 
 

す
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
申
告
に
係
る
課
税
標
準
等
又
は
税
額
に
つ
い
て
、
課
掛
庁
が
正
当
で
な
い
と
認
め
た
と
き
は
、
こ
れ
を
更
正
し
 
 

て
、
追
加
的
に
課
税
標
準
等
を
具
体
化
す
る
（
国
税
通
則
浩
二
四
条
）
。
ま
た
、
納
税
者
に
よ
る
申
告
が
な
い
と
き
は
、
課
税
庁
が
決
定
 
 

を
行
な
い
課
税
標
準
等
を
具
体
化
す
る
（
同
法
二
五
条
）
。
 
 

2
 
租
税
争
訟
手
続
 
 

課
税
庁
の
し
た
更
正
・
決
定
に
不
服
の
あ
る
老
は
、
奥
義
申
立
て
・
審
査
請
求
を
な
し
、
さ
ら
に
訴
訟
を
提
起
し
て
、
課
税
処
分
等
の
 
 

取
消
し
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 
 

こ
の
S
納
税
申
告
か
ら
更
正
・
決
定
、
㈹
不
服
申
立
て
か
ら
訴
訟
、
と
い
う
一
連
の
手
続
に
つ
い
て
、
前
者
は
租
税
債
権
確
定
の
手
続
 
 

三
四
ユ
恒
 
 
 

三
 
租
税
確
定
手
続
と
し
て
の
税
務
訴
訟
 
 



三
四
二
 
 

で
あ
り
、
後
者
は
租
税
救
済
制
度
の
一
環
と
し
て
の
手
続
と
、
理
解
き
れ
て
い
攣
 
 
 

し
か
し
、
納
税
申
告
か
ら
訴
訟
に
至
る
一
連
の
手
続
を
、
巨
視
的
に
観
察
す
る
な
ら
ば
、
租
税
債
権
の
内
容
を
具
体
的
か
つ
終
局
的
に
 
 

確
定
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
一
連
の
行
為
の
流
れ
と
し
て
、
理
解
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
租
税
法
領
域
の
特
殊
性
に
つ
い
て
は
、
 
 

後
で
詳
し
く
検
討
す
る
が
、
本
来
的
に
租
税
債
権
の
基
を
な
す
課
税
所
得
は
抽
象
的
な
存
在
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
申
告
に
よ
り
一
次
的
 
 

に
確
定
し
、
訴
訟
手
続
を
経
て
既
判
力
に
よ
り
最
終
的
に
確
定
す
る
と
い
う
過
程
は
、
全
体
と
し
て
権
利
関
係
の
実
在
性
を
形
成
す
る
過
 
 

（
5
0
）
（
5
1
）
 
 

程
と
し
て
、
把
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

狭
義
の
租
税
確
定
手
続
と
租
税
争
訟
と
を
、
分
け
て
理
解
し
よ
う
と
す
る
考
え
の
背
後
に
は
、
更
正
・
決
定
に
よ
り
租
税
債
権
は
確
定
 
 

し
、
公
定
力
を
有
す
る
と
い
う
点
に
二
つ
の
手
続
の
差
異
を
求
め
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
推
測
が
働
く
。
租
税
債
権
は
自
力
執
行
力
 
 

を
与
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
点
で
は
、
両
手
続
を
区
分
す
る
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
ほ
な
り
う
る
。
し
か
し
、
公
定
力
の
本
質
は
手
続
法
的
な
 
 

（
5
2
）
 
も
の
で
あ
り
、
法
律
効
果
だ
け
の
実
在
し
か
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
租
税
債
権
に
つ
い
て
も
別
異
に
解
す
べ
き
理
由
ほ
な
 
 
 

ヽ
 
0
 
 

－
V
 
 

3
 
ま
と
め
 
 
 

上
記
1
と
2
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
税
務
訴
訟
は
租
税
債
権
の
最
終
的
確
定
を
目
的
と
し
た
手
続
で
あ
り
、
租
税
確
定
手
続
と
し
て
の
 
 

機
能
を
有
し
て
い
る
、
と
理
解
さ
れ
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
な
視
点
を
導
入
す
る
こ
と
が
、
税
務
訴
訟
の
特
質
な
い
し
租
税
法
領
域
の
特
殊
性
を
分
析
す
る
う
え
で
有
益
で
あ
る
と
考
え
 
 

（
5
3
）
（
5
4
）
 
 

る
。
 
 
 



（
5
5
）
 
U
 
租
税
法
は
、
か
っ
て
は
、
行
政
法
の
一
部
を
構
成
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
現
行
制
度
上
も
、
更
正
・
決
定
等
の
課
税
処
 
 

分
は
、
行
政
処
分
と
し
て
取
消
訴
訟
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
行
政
法
の
一
般
理
論
（
行
政
法
総
論
に
当
た
る
部
分
）
の
 
 

影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
。
 
 

伺
 
私
法
と
の
関
係
に
つ
い
て
い
え
ば
、
租
税
は
私
法
の
規
律
の
対
象
た
る
個
人
若
し
く
は
企
業
の
経
済
活
動
又
は
そ
の
成
果
で
あ
る
 
 

収
入
等
に
対
し
て
課
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
租
税
法
は
私
法
上
の
法
律
関
係
を
前
提
と
し
て
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
、
と
言
っ
て
も
過
言
 
 

三
四
三
 
 
 

1
 
法
体
系
に
お
け
る
租
税
法
の
位
置
 
 

（
亜
）
 
例
外
的
に
、
成
立
と
同
時
に
特
別
の
手
続
を
要
し
な
い
で
確
定
す
る
国
税
（
国
税
通
則
法
〓
五
条
二
重
）
も
あ
る
。
 
 

（
4
9
）
 
田
中
二
郎
「
租
税
法
（
新
版
）
」
一
八
〇
頁
。
 
 

（
5
0
）
 
兼
子
一
「
実
体
法
と
訴
訟
法
」
 
≡
≡
頁
、
一
六
〇
頁
。
 
 

（
5
1
）
訴
訟
手
続
を
権
利
の
実
在
化
と
み
る
こ
と
は
、
既
判
九
の
根
拠
を
権
利
の
賢
在
化
と
告
こ
と
に
は
な
ら
な
い
8
既
判
力
ほ
、
妄
不
再
理
の
 
 
 

現
れ
で
あ
る
。
 
 

（
讐
．
兼
子
仁
「
行
政
行
為
の
公
定
カ
の
理
論
（
第
三
版
）
」
≡
二
九
頁
以
下
。
 
 

（
警
 
税
務
訴
訟
も
、
こ
の
よ
う
に
動
的
な
も
の
と
し
て
把
え
て
こ
そ
、
本
文
の
二
で
述
べ
た
行
為
責
任
的
証
明
責
任
の
法
的
根
拠
も
明
ら
か
に
な
っ
 
 

て
く
る
。
 
 

（
空
 
こ
の
よ
う
に
理
解
し
て
も
、
租
税
救
済
手
続
と
し
て
の
税
静
訴
訟
の
役
割
を
、
減
ず
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
 
 

四
 
租
税
法
領
域
の
特
殊
性
 
 



三
四
四
 
 

で
は
な
い
。
 
 
 

印
 
税
税
法
は
、
以
上
の
よ
う
に
行
政
法
と
私
法
と
の
境
界
線
上
に
・
位
置
し
て
お
り
、
複
合
的
法
領
域
を
形
成
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
 
 

。
 
 

（
5
6
）
 
 
 

規
範
の
性
質
か
ら
み
で
も
、
租
税
法
ほ
そ
れ
に
従
っ
て
課
税
が
行
わ
れ
る
べ
き
行
為
親
範
で
あ
る
と
同
時
に
裁
判
規
範
で
も
あ
る
。
こ
 
 

れ
に
対
し
て
、
私
法
（
民
法
）
は
第
一
次
に
は
裁
判
規
範
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
裁
判
が
な
さ
れ
る
可
能
性
を
通
し
て
間
接
に
、
一
般
の
 
 

（
5
7
）
 
 

社
会
構
成
員
に
対
し
て
第
二
次
に
〓
疋
の
行
為
を
要
求
す
る
行
為
規
範
と
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

次
に
項
を
改
め
て
、
租
税
法
領
域
の
特
殊
性
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
検
討
し
て
み
る
。
 
 

2
 
課
税
庁
の
第
三
者
性
 
 

糾
 
租
税
法
債
域
が
、
私
法
な
い
し
他
の
行
政
法
領
域
と
は
際
立
っ
た
特
殊
性
を
示
し
て
い
る
の
は
、
課
税
庁
は
阻
税
債
権
成
立
の
原
 
 

因
と
な
る
私
法
上
の
事
実
関
係
か
ら
は
、
原
則
と
し
て
排
除
さ
れ
て
い
る
点
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
私
法
上
の
金
銭
債
権
は
、
売
買
、
贈
 
 

与
、
賃
貸
借
、
雇
傭
、
請
負
等
、
各
種
の
私
法
上
の
法
律
行
為
が
私
人
間
で
行
わ
れ
、
そ
れ
に
伴
な
っ
て
当
事
者
間
に
発
生
す
る
の
で
あ
 
 

る
が
、
こ
の
私
人
間
の
取
引
に
つ
い
て
、
そ
の
意
味
内
容
等
を
厳
格
な
意
味
で
客
観
的
に
認
識
で
き
る
の
は
、
当
事
者
た
る
私
人
だ
け
で
 
 

（
開
）
 
 

あ
る
。
課
税
庁
は
、
こ
の
段
階
で
は
完
全
な
第
三
者
と
し
て
、
受
動
的
な
立
場
に
と
ど
ま
る
。
 
 
 

現
行
制
度
上
、
課
税
庁
が
私
法
上
の
法
律
関
係
に
間
接
的
に
（
直
接
の
当
事
者
等
に
は
絶
対
に
な
ら
な
い
こ
と
に
注
意
）
登
場
す
る
の
 
 

は
、
前
記
私
法
上
の
法
律
関
係
を
前
捷
に
申
告
（
国
税
通
則
法
一
七
条
）
が
な
さ
れ
た
以
後
で
あ
る
。
 
 
 

し
か
も
、
納
税
義
務
の
成
立
か
ら
、
そ
れ
が
第
一
次
的
に
確
定
す
る
ま
で
数
ヶ
月
を
要
す
る
。
課
税
庁
の
調
査
権
の
発
動
は
そ
の
後
で
 
 
 



あ
り
、
通
常
は
過
去
の
事
実
を
調
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
背
負
っ
て
い
る
。
 
 
 

し
た
が
っ
て
、
極
端
に
言
え
ば
、
諜
税
庁
と
し
て
は
、
前
記
私
法
上
の
行
為
の
意
味
内
容
を
客
観
的
に
認
識
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
 
 

る
。
 
 

∽
 
他
の
行
政
法
領
域
と
比
較
検
討
し
て
み
て
も
、
実
体
法
上
、
行
政
処
分
と
い
う
行
為
形
式
を
と
る
こ
と
が
多
い
規
制
行
政
の
分
野
 
 

（
5
9
）
 
 

で
は
、
行
政
処
分
の
大
半
は
、
国
民
の
申
請
を
前
提
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 
 

建
築
確
認
や
各
種
営
業
の
許
可
等
、
い
ず
れ
も
相
手
方
の
申
請
に
よ
っ
て
処
分
が
な
さ
れ
る
の
が
通
常
で
あ
り
、
申
請
を
起
点
と
し
て
 
 

私
人
た
る
相
手
方
ほ
、
行
政
過
程
に
b
u
i
≡
n
さ
れ
て
お
り
、
行
政
庁
と
私
人
と
は
、
直
接
当
事
者
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
 
 

故
に
こ
そ
、
適
法
手
続
が
要
話
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

給
付
行
政
の
分
野
で
も
、
そ
の
点
は
同
じ
で
あ
る
。
生
活
保
護
法
に
よ
る
各
種
の
保
護
や
、
補
助
金
の
交
付
等
を
考
え
て
み
れ
ば
明
白
 
 

（
6
0
）
 
 

で
あ
る
。
 
 

何
 
次
に
、
現
代
行
政
打
象
徴
と
も
い
う
べ
き
計
画
行
政
の
領
域
と
比
較
し
て
み
る
。
計
画
行
政
の
分
野
で
は
、
実
態
調
査
か
ら
基
本
 
 

計
画
の
策
定
、
実
施
計
画
の
認
可
等
を
経
て
事
業
の
実
施
に
室
る
、
行
政
過
程
が
厳
然
と
存
在
す
る
。
そ
こ
で
は
、
自
ら
行
政
目
的
を
設
 
 

定
し
、
そ
れ
を
実
現
し
ょ
う
と
す
る
行
政
側
の
力
は
圧
倒
的
で
あ
り
、
個
々
の
国
民
は
対
等
な
当
事
者
に
す
ら
な
り
得
な
い
の
が
現
実
で
 
 

あ
る
。
 
 
 

計
画
行
政
を
め
ぐ
る
行
政
訴
訟
で
は
、
い
か
に
し
た
ら
国
民
の
権
利
利
益
は
保
護
さ
れ
る
の
か
、
と
い
う
点
が
重
大
な
関
心
事
と
な
っ
 
 

て
い
る
。
 
 
 

囲
 
こ
れ
ら
他
の
行
政
領
域
や
私
法
上
の
法
律
関
係
と
比
較
す
る
と
、
課
税
庁
は
直
接
当
事
者
で
も
な
く
行
政
目
的
を
設
定
し
実
現
す
 
 

三
四
五
 
 
 



三
四
六
 
 

る
よ
う
な
立
場
に
も
な
い
わ
け
で
、
極
め
て
特
異
な
立
場
と
い
え
る
。
 
 

課
税
庁
の
要
件
事
実
に
対
す
る
第
三
者
性
が
、
租
税
法
領
域
の
特
殊
性
の
第
一
と
言
っ
て
も
よ
い
。
 
 

三
 
所
得
計
算
の
間
接
性
 
 

∽
 
租
税
債
権
が
、
私
法
上
の
法
律
関
係
を
基
礎
と
し
て
成
立
す
る
こ
と
は
、
前
述
し
た
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
私
法
上
の
 
 

裸
の
事
実
関
係
か
ら
所
得
金
額
が
算
出
さ
れ
る
も
の
で
は
、
決
し
て
な
い
。
所
得
計
算
は
、
一
般
に
は
縛
託
と
い
う
手
段
方
法
を
使
用
す
 
 

（
6
1
）
 
 

る
こ
と
に
よ
っ
て
可
能
と
な
る
。
 

す
な
わ
ち
、
日
々
生
起
す
る
私
法
上
の
取
引
は
、
縛
記
と
い
う
技
術
に
よ
っ
て
、
帳
簿
に
集
約
さ
れ
、
そ
れ
が
所
得
計
算
の
基
と
な
 
 

る
。
他
方
、
記
帳
を
補
助
し
帳
簿
記
載
事
項
の
真
実
性
を
保
障
す
る
も
の
と
し
て
、
納
品
書
や
領
収
書
が
保
存
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
 
 

い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
の
み
、
所
得
計
算
は
可
能
と
な
る
。
 
 
 

伺
 
所
得
計
算
が
特
記
に
依
存
し
セ
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
し
か
し
、
必
然
的
に
矛
盾
を
内
包
す
る
結
果
と
な
つ
て
い
る
。
課
税
所
得
 
 

の
算
定
に
当
た
っ
て
帳
縛
・
記
録
が
必
要
と
な
る
が
、
帳
帝
記
入
か
ら
収
入
や
必
要
経
費
が
生
じ
る
の
で
は
な
く
、
所
得
算
定
の
基
礎
と
 
 

（
佗
）
 
 

な
る
の
は
終
局
的
に
は
あ
く
ま
で
も
私
法
上
の
事
実
（
f
a
c
－
）
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
所
得
計
算
ほ
常
に
間
接
的
に
な
る
宿
命
を
負
っ
 
 

て
い
る
。
 
 
 

し
た
が
っ
て
、
租
税
債
権
債
務
は
、
私
法
上
の
債
権
と
比
較
す
る
と
、
抽
象
的
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
（
所
得
概
念
の
抽
象
性
）
。
そ
 
 

れ
に
つ
い
て
、
図
式
化
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
 
 
 

①
 
私
法
上
の
債
権
 
 
 



4
 
所
得
の
認
定
に
お
け
る
推
定
性
 
 

旧
税
務
訴
訟
に
お
い
て
は
、
争
い
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
そ
の
年
分
に
お
け
る
所
得
の
実
額
で
あ
る
と
通
常
説
か
れ
て
い
 
 

る
。
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
「
実
額
課
税
」
と
い
う
用
語
と
、
そ
の
対
腋
用
語
と
し
て
使
用
さ
れ
る
の
に
「
推
計
課
税
」
と
い
う
用
藷
が
あ
 
 

る
。
推
計
課
税
は
、
所
得
税
法
（
一
五
六
条
）
及
び
法
人
税
法
（
－
…
条
）
で
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
所
得
覇
及
び
港
人
税
の
理
想
 
 

（
6
3
）
（
糾
）
 
 

は
、
実
額
課
税
で
あ
り
、
推
計
課
税
の
利
用
は
無
条
件
に
は
認
め
ら
れ
な
い
、
と
説
か
れ
て
い
る
。
 
 

し
か
し
な
が
ら
、
所
得
の
認
定
と
い
う
面
か
ら
み
れ
ば
、
「
実
額
課
税
」
と
い
い
、
「
推
計
課
税
」
と
い
う
も
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
 
 

三
四
七
 
 
 

債
権
・
債
務
 
 

」
 
「
 
 

（
売
冒
∵
請
負
）
 
 

取
 
 
 
引
 
 
 

②
 
租
税
債
権
 
 

収益  
取（→帳  

簿
・
記
 
 

（
簿
記
）
 
 

売
買
生
 
 

弓
 
 

税
債
権
 
 

」
軋
明
通
用
）
 
 

税
 
 

」
（
所
得
計
算
）
 
 

、
 
 
 

－ －－－ －   

費用  



三
四
八
 
 

二
つ
の
課
税
方
法
が
あ
る
わ
け
で
ほ
な
く
、
実
額
課
税
と
推
計
課
税
の
差
は
、
納
覇
者
の
所
得
額
を
認
識
す
る
た
め
の
方
法
の
羞
に
す
ぎ
 
（
 

6
5
）
 
な
い
、
 

と
解
さ
れ
て
い
竜
。
 
 
 

国
英
額
課
税
と
は
何
か
と
考
え
て
み
る
と
、
直
接
課
税
所
得
を
認
定
で
き
る
資
料
に
基
づ
い
て
す
る
課
親
方
準
と
〓
埠
定
義
で
き
 
 

る
。
そ
し
て
、
所
得
の
発
生
原
因
と
な
る
私
法
上
の
事
項
が
、
完
壁
に
帳
簿
等
に
記
録
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
所
得
が
計
算
さ
れ
た
場
 
 

合
に
は
、
そ
れ
は
廣
額
儲
税
で
あ
り
、
 

（
6
6
）
（
6
7
）
 
 
 

し
か
し
、
そ
れ
が
現
実
に
ほ
不
可
能
な
こ
と
ほ
、
明
ら
か
で
あ
る
。
 
 
 

し
た
が
っ
て
、
、
実
額
課
碗
と
い
え
ど
も
、
帳
得
等
の
記
載
の
不
備
や
不
実
記
載
の
存
在
す
る
と
き
に
は
、
な
ん
ら
か
の
推
定
な
い
し
は
 
 

（
6
8
）
 
 

認
定
に
よ
る
計
算
を
行
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
 
 
 

結
局
、
実
額
課
税
と
は
、
所
得
計
算
に
際
し
て
そ
の
主
要
な
部
分
を
直
接
的
な
資
料
に
よ
っ
て
お
り
、
推
定
の
要
素
が
比
餃
的
少
な
い
 
 

も
の
、
と
改
め
て
定
義
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

伺
 
こ
れ
に
対
し
て
、
推
計
課
税
と
は
、
間
接
的
な
資
料
を
用
い
て
所
得
を
認
定
す
る
課
税
方
法
で
あ
り
、
推
定
の
要
素
の
占
め
る
比
 
 

重
の
高
い
も
の
、
と
定
義
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

実
額
課
税
と
推
計
課
税
と
の
相
異
は
、
所
得
実
額
の
蓋
然
性
の
程
度
の
差
も
し
く
は
、
所
得
計
算
に
お
け
る
推
定
過
程
の
直
哉
性
の
差
 
 

で
あ
る
と
い
え
る
。
 
 

そ
う
す
る
と
、
二
つ
の
課
税
方
法
の
差
な
る
も
の
は
本
質
的
な
意
味
の
差
で
は
な
く
、
量
的
な
も
の
で
い
わ
ば
水
墨
画
に
お
け
る
墨
の
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
6
9
）
 
 

濃
淡
の
差
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

囲
課
税
所
得
の
認
定
が
、
以
上
の
よ
う
に
大
な
り
小
な
り
、
推
定
と
い
う
要
素
を
包
含
し
て
い
る
こ
と
は
、
税
務
訴
訟
に
お
け
る
証
 
 
 



（
7
0
）
 
 

明
責
任
の
分
配
を
議
論
す
る
う
え
で
充
分
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
 

（
5
5
）
 
田
中
二
郎
「
租
税
法
（
新
版
）
」
五
一
貫
。
 
 

（
5
6
）
 
田
中
・
前
掲
書
五
二
頁
。
 
 

（
訂
）
 
川
島
武
宜
「
民
法
総
則
」
四
一
貫
以
下
。
 
 

（
弱
）
 
村
井
・
前
掲
論
文
〓
○
頁
。
 
 

（
5
9
）
 
遠
藤
博
也
「
規
制
行
政
の
諸
問
題
」
大
系
一
巻
五
七
頁
以
下
。
 
 

（
6
0
）
 
行
政
過
程
の
構
造
と
基
本
原
理
に
つ
い
て
は
、
塩
野
宏
「
行
政
過
程
総
説
」
大
系
二
巻
一
頁
以
下
。
 
 
 

（    （  ′‾ヽ  （  

64 63 62 61  ）   ヽ J  ヽ J ＼J  

（
6
5
）
 
 

（
6
6
）
 
 

（
6
7
）
 
 

（
6
8
）
 
 

（
6
9
）
 
 
 

こ
こ
で
は
、
法
人
税
や
所
得
税
法
上
の
事
業
所
得
等
を
念
頭
に
お
い
て
話
を
す
す
め
て
い
る
。
 
 
 

中
里
実
「
会
計
記
録
が
不
備
な
場
合
に
お
け
右
課
税
所
得
の
間
接
的
認
定
方
法
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
七
九
九
号
九
六
頁
。
 
 
 

金
子
宏
「
租
税
法
（
補
正
版
）
」
三
六
五
頁
、
講
座
三
巻
六
〇
頁
（
畠
山
武
道
）
。
 
 
 

碓
井
助
教
授
は
、
推
計
課
税
が
例
外
で
あ
る
こ
と
の
理
由
と
し
て
、
所
得
税
法
や
法
人
税
法
の
課
税
要
件
規
定
が
実
額
を
前
提
と
し
て
構
成
さ
 
 

れ
て
い
る
こ
と
、
及
び
推
計
額
と
実
額
と
の
間
に
は
誤
差
を
生
ず
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
こ
と
、
の
二
点
を
挙
げ
て
お
ら
れ
る
（
碓
井
光
明
「
申
 
 

告
納
税
制
度
と
推
計
課
税
」
税
経
通
信
三
八
巻
三
号
二
九
貢
）
。
 
 
 

時
岡
泰
・
山
下
薫
↓
推
計
課
税
の
合
理
性
に
つ
い
て
」
司
法
研
究
報
告
書
三
〇
輯
一
号
四
貫
。
 
 
 

簿
記
論
の
課
題
は
、
記
帳
洩
れ
を
い
か
に
防
止
し
、
是
正
す
る
か
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
 
 
 

現
行
制
度
上
、
除
斥
期
間
内
に
お
い
て
は
、
何
度
も
更
正
を
繰
り
返
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
所
得
の
認
定
な
い
し
把
握
 
 

が
相
対
的
真
実
に
止
ま
る
こ
と
を
暗
黙
裡
に
承
認
し
て
い
る
か
ら
と
も
言
え
よ
う
。
 
 
 

荻
野
豊
「
所
得
の
認
定
を
争
う
訴
訟
に
つ
い
て
」
税
大
論
叢
一
号
二
〇
四
貫
。
 
 
 

推
計
課
税
は
、
実
定
凍
上
の
根
拠
規
定
が
な
く
て
も
許
さ
れ
る
と
し
た
判
決
（
最
判
昭
三
九
二
丁
一
三
税
資
三
八
号
八
三
八
貢
）
も
、
こ
 
 

の
よ
う
な
思
考
方
法
に
基
づ
く
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。
 
 

三
四
九
 
 
 



五
 
税
務
訴
訟
に
お
け
る
証
明
責
任
論
の
再
構
成
 
 

1
 
行
為
責
任
的
証
明
責
任
論
 
 

‖
 
証
明
責
任
の
本
質
は
、
一
定
の
事
実
の
証
明
に
つ
い
て
自
ら
主
導
権
を
と
り
、
そ
の
行
為
責
任
を
尽
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
 
 

う
不
利
益
・
負
担
で
あ
る
。
 
 
 

行
為
責
任
的
証
明
責
任
は
、
具
体
的
に
は
、
証
明
責
任
（
無
過
失
責
任
）
を
負
う
当
事
者
の
証
拠
提
出
責
任
と
、
そ
れ
に
対
応
す
る
相
 
 

手
方
の
二
次
的
証
拠
提
出
責
任
に
よ
り
構
成
さ
れ
、
当
事
者
双
方
が
そ
の
行
為
責
任
を
尽
し
た
か
否
か
が
一
次
的
に
は
問
題
と
な
る
。
事
 
 

案
の
性
質
に
よ
っ
て
は
、
証
拠
提
出
責
任
は
相
手
方
に
移
動
す
る
。
 
 

伺
従
来
の
証
明
責
任
論
は
、
事
実
の
存
否
不
明
の
場
合
に
の
み
機
能
す
る
と
し
て
い
た
結
果
と
し
て
、
訴
訟
過
程
に
お
け
る
当
事
者
 
 

の
行
為
を
規
律
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
近
時
は
、
訴
訟
追
行
責
任
が
導
入
さ
れ
、
当
事
者
の
手
続
協
力
義
務
や
事
案
解
明
義
務
が
 
 
 
 
 
 
 
（
7
1
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
望
 
 

強
調
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
を
証
明
責
任
論
の
中
に
取
り
込
ん
で
構
成
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
必
要
で
あ
る
。
 
 

伺
 
税
務
訴
訟
で
は
租
税
法
領
域
の
特
殊
性
と
も
相
ま
っ
て
、
当
事
者
の
行
為
責
任
と
い
う
こ
と
が
民
事
訴
訟
一
般
と
比
較
し
て
も
、
 
 

（
7
3
）
 
 

よ
り
重
要
と
な
っ
て
い
る
。
昭
和
五
九
年
に
、
国
税
通
則
法
が
一
部
改
正
さ
れ
て
原
告
が
経
費
等
自
己
に
有
利
な
事
実
に
つ
い
て
は
、
被
 
 

告
課
税
庁
の
主
張
後
遅
滞
な
く
証
拠
等
を
碇
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
法
一
一
六
条
一
項
）
と
さ
れ
た
の
も
、
租
税
確
定
手
続
（
広
 
 
 

三
五
〇
 
 

（
7
0
）
 
荻
野
・
前
掲
論
文
は
、
課
税
所
得
の
立
証
転
つ
い
て
、
所
得
発
生
原
田
た
る
事
実
（
推
定
事
実
）
が
間
接
事
実
（
前
提
事
実
）
か
ら
帰
納
的
に
 
 
 

推
理
で
き
れ
ば
よ
い
、
と
し
て
い
る
（
同
論
文
二
〇
六
頁
以
下
）
。
 
 



義
）
に
お
け
る
納
税
義
務
者
の
行
為
責
任
を
、
実
定
法
上
確
認
し
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

2
 
租
税
法
領
域
の
特
殊
性
（
総
括
）
 
 

税
務
訴
訟
の
対
象
と
な
る
租
税
法
領
域
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
特
殊
性
が
存
在
す
る
こ
と
が
、
明
ら
か
に
な
っ
た
。
 
 
 

∽
 
課
税
庁
は
、
所
得
の
発
生
原
因
と
な
る
私
法
上
の
事
実
関
係
か
ら
は
、
原
則
と
し
て
排
除
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
税
務
訴
訟
 
 

に
も
、
公
害
訴
訟
・
医
療
過
誤
訴
訟
等
の
現
代
型
訴
訟
と
同
じ
く
」
一
方
当
事
者
へ
の
証
拠
の
偏
在
と
い
う
結
果
を
招
来
し
て
い
る
。
 
 
 

伺
 
所
得
計
算
は
私
法
上
の
事
実
を
基
礎
と
し
て
行
わ
れ
る
が
、
帳
簿
・
記
録
を
媒
介
と
し
て
い
る
点
で
、
所
得
は
私
法
上
の
債
権
と
 
 

比
較
し
て
、
間
接
的
・
抽
象
的
存
在
と
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

伺
 
所
得
概
念
が
抽
象
的
な
存
在
で
あ
る
こ
と
の
論
理
的
帰
結
と
し
て
、
所
得
計
算
に
は
推
定
と
い
う
要
素
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
 
 

る
。
推
計
課
税
と
実
額
課
税
と
の
差
は
、
推
定
過
程
の
直
裁
性
の
差
と
し
て
把
撞
さ
れ
る
。
 
 
 

国
 
税
税
法
領
域
の
特
殊
性
を
説
い
た
以
上
の
見
解
に
対
し
て
は
、
当
然
次
の
よ
う
な
反
論
が
予
想
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
税
務
職
員
 
 

に
は
各
税
法
上
の
質
問
検
査
隠
（
所
得
税
法
二
三
四
条
外
、
諮
問
権
（
所
得
税
法
二
三
五
条
外
）
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
関
係
者
 
 

に
は
法
定
資
料
浸
出
義
務
（
所
得
税
法
二
二
四
条
な
い
し
二
二
八
条
、
相
続
税
法
五
九
条
）
が
あ
る
。
さ
ら
に
被
告
課
税
庁
側
は
、
訴
訟
 
 

係
属
中
で
も
組
織
的
な
行
政
機
構
を
も
っ
て
訴
訟
資
料
の
収
集
が
可
能
で
あ
り
、
法
務
省
の
訟
務
検
事
と
、
国
税
局
の
訟
務
官
が
共
同
し
 
 

（
祖
）
 
 

て
、
指
定
代
理
人
と
し
て
訴
訟
を
追
行
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
原
告
納
税
者
側
の
不
利
は
覆
う
べ
く
も
な
い
と
。
 
 
 

回
 
そ
う
し
た
説
は
、
一
見
真
実
を
衡
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
は
税
務
訴
訟
を
含
む
租
税
確
定
手
続
の
現
象
 
 

面
だ
け
を
把
え
た
見
解
と
、
言
わ
ぎ
る
を
得
な
い
。
 
 

三
五
一
 
 
 



三
五
二
 
 
 

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
租
税
法
領
域
の
特
殊
性
は
、
租
税
法
律
関
係
に
内
在
す
る
も
の
で
あ
り
、
質
問
検
査
権
等
の
存
在
に
よ
っ
て
 
 

も
、
解
消
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
質
問
検
査
権
等
は
、
所
得
発
生
の
原
因
事
実
の
外
側
か
ら
内
部
を
推
定
す
る
た
め
に
の
み
、
機
能
す
 
 

る
も
の
で
あ
る
。
外
部
事
象
に
よ
っ
て
は
、
内
在
す
る
本
質
が
変
化
し
な
い
の
ほ
、
当
然
で
あ
る
。
 
 
 

し
た
が
っ
て
、
租
税
法
領
域
の
特
殊
性
は
、
税
務
訴
訟
に
串
け
る
証
明
責
任
を
議
論
す
る
う
え
で
、
充
分
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
 
 

。
 
 

3
 
行
為
責
任
に
基
づ
く
証
明
責
任
の
分
配
 
 

∽
 
課
税
標
準
と
な
る
所
得
の
存
在
は
、
課
税
処
分
の
権
利
根
拠
事
由
で
あ
り
、
主
観
的
挙
証
責
任
と
行
為
責
任
的
証
明
責
任
の
分
配
 
 

に
つ
い
て
は
、
課
税
庁
に
証
拠
提
出
責
任
が
課
さ
れ
る
の
が
原
則
で
あ
る
。
ざ
た
、
所
得
税
法
に
お
け
る
雑
損
控
除
（
同
法
七
二
条
）
等
 
 

の
所
得
控
除
や
配
当
接
除
（
同
法
九
二
条
）
等
の
税
額
控
除
は
、
課
税
処
分
の
権
利
障
害
事
由
な
小
し
減
却
事
由
で
あ
り
、
原
告
納
税
義
 
 

務
者
が
負
担
す
る
。
 
 
 

す
な
わ
ち
、
税
務
訴
訟
で
は
被
告
課
税
庁
が
主
導
権
を
取
っ
て
、
訴
訟
手
続
を
進
行
さ
せ
事
案
を
解
明
し
て
い
く
こ
と
が
、
一
義
的
に
 
 

要
請
さ
れ
て
い
る
。
税
務
訴
訟
で
は
、
更
正
・
決
定
等
に
よ
る
増
差
所
得
が
究
極
的
な
争
い
の
対
象
で
あ
り
、
そ
れ
は
課
税
庁
が
把
達
し
 
 

認
識
し
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
 
 
 

課
税
庁
は
、
実
額
課
税
に
お
い
て
は
、
収
入
金
額
や
必
要
経
費
に
つ
い
て
の
証
拠
を
操
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
不
繰
出
の
場
合
は
敗
 
 

訴
と
い
う
危
険
を
負
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
租
税
法
領
域
の
特
殊
性
に
つ
い
て
考
察
し
た
よ
う
に
、
所
得
発
生
の
原
因
と
な
る
私
法
上
の
 
 

事
実
関
係
ほ
∵
原
告
納
税
義
務
者
の
支
配
下
に
あ
る
の
が
通
常
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
原
告
納
税
義
務
者
は
、
課
税
庁
が
自
己
の
負
担
 
 
 



す
る
証
拠
提
出
責
任
を
尽
し
た
と
き
に
は
、
そ
れ
に
対
応
し
て
証
拠
提
出
等
を
な
す
行
為
責
任
が
課
さ
れ
て
い
る
（
二
次
的
証
拠
提
出
責
 
 

（
7
5
）
 
 

任
）
。
そ
の
不
履
行
に
対
し
て
は
、
敗
訴
と
い
う
不
利
益
・
危
険
性
を
負
也
し
て
い
る
。
 
 
 

伺
 
必
要
経
費
の
う
ち
で
、
特
別
の
経
費
に
属
す
る
貸
倒
損
失
、
申
告
外
経
費
、
青
色
申
告
者
の
簿
外
経
費
等
に
つ
い
て
は
、
課
税
庁
 
 

に
証
拠
碇
出
責
任
を
負
わ
せ
る
こ
と
は
、
不
適
当
な
の
で
、
そ
の
存
在
を
主
張
す
る
原
告
納
税
義
務
者
が
、
証
拠
提
出
責
任
を
負
埴
す
 
 

る
。
課
税
庁
は
、
二
次
的
証
拠
提
出
責
任
を
当
然
に
負
絶
す
る
。
 
 
 

因
 
推
計
課
税
の
場
合
に
は
、
課
税
庁
は
、
S
推
計
の
必
要
性
、
㈹
推
計
方
式
の
合
理
性
、
㈹
基
礎
資
料
の
正
確
性
及
び
⇔
原
告
へ
の
 
 

適
用
の
合
理
性
の
四
点
に
つ
い
て
主
観
的
挙
証
責
任
を
課
さ
れ
、
証
拠
提
出
責
任
を
も
負
担
し
て
い
る
。
原
告
は
、
囲
他
に
よ
り
合
理
的
 
 

な
推
計
方
式
が
存
在
す
る
こ
と
、
N
何
ら
か
の
特
殊
事
情
が
存
在
す
る
こ
と
等
に
つ
い
て
、
主
張
し
具
体
的
な
証
拠
を
提
出
す
る
責
任
を
 
 

負
っ
て
い
る
。
 
 

訴
訟
に
お
い
て
、
原
告
が
実
額
を
主
張
し
て
き
た
場
合
に
は
、
原
告
が
証
拠
提
出
責
任
を
負
捜
す
る
。
 
 
 

川
 
以
上
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
、
税
務
訴
訟
で
は
、
特
別
な
経
費
等
の
よ
う
に
原
告
が
積
極
的
に
そ
の
存
在
を
主
張
し
て
い
る
場
合
 
 

を
除
い
て
は
、
被
告
課
税
庁
が
証
拠
提
出
責
任
を
負
う
の
が
、
原
則
で
あ
る
。
し
か
し
、
原
告
納
税
者
が
直
接
に
証
拠
提
出
責
任
を
負
う
 
 

場
合
も
あ
る
。
 
 
 

法
人
税
法
上
の
使
途
不
明
金
や
認
定
賞
与
が
、
こ
れ
に
該
当
す
る
。
こ
れ
ら
の
場
合
に
は
、
不
公
正
な
会
計
処
理
と
い
う
事
実
は
、
納
 
 

税
者
側
の
一
定
の
行
為
を
原
因
と
し
て
発
生
し
て
お
り
、
会
社
法
上
も
背
任
等
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
納
税
屠
 
 

は
事
実
関
係
の
解
明
に
つ
い
て
容
易
な
立
場
に
あ
る
以
上
、
証
拠
碇
出
責
任
を
課
し
て
も
、
不
合
理
と
は
言
え
な
い
。
 
 
 

こ
れ
は
、
損
害
の
発
生
原
因
が
自
己
の
危
険
領
域
に
あ
る
と
終
定
さ
れ
る
場
合
に
は
、
加
害
者
と
な
り
得
べ
き
者
は
自
己
の
危
険
領
域
 
 

三
五
三
 
 
 



三
五
四
 
 
 

（
7
4
）
 
の
事
象
を
′
証
明
し
て
責
任
を
免
れ
る
、
と
い
う
「
危
険
領
域
説
」
の
準
用
と
み
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
 
 

何
 
課
税
庁
の
調
査
権
の
行
使
に
際
し
て
、
虚
偽
答
弁
等
を
し
た
り
、
訴
訟
前
や
訴
訟
手
続
に
お
い
て
課
税
庁
の
証
拠
収
集
を
妨
害
し
 
 

（
7
7
）
 
 

た
納
税
義
務
者
は
、
証
拠
溶
出
責
任
を
負
埴
す
る
。
信
義
則
等
の
適
用
に
よ
る
分
配
基
準
の
修
正
で
あ
る
。
 
 

4
 
無
過
失
責
任
的
証
明
責
任
 
 

H
 
主
観
的
挙
証
責
任
と
行
為
責
任
的
証
明
責
任
ほ
、
一
方
当
事
者
に
課
さ
れ
る
証
拠
提
出
責
任
、
そ
れ
に
対
応
し
て
証
拠
浸
出
等
を
 
 

す
べ
き
相
手
方
の
二
次
的
証
拠
提
出
責
任
と
い
う
形
式
で
分
配
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
各
当
事
者
が
そ
れ
ぞ
れ
に
要
求
さ
れ
て
い
る
証
 
 

拠
浸
出
等
の
具
体
的
行
動
を
尽
し
た
か
否
か
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

し
か
し
、
各
当
事
者
が
課
さ
れ
て
い
る
行
為
責
任
を
果
た
し
て
も
、
事
実
の
存
否
が
不
明
の
場
合
が
あ
り
得
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
無
 
 

過
失
責
任
的
証
明
責
任
に
よ
り
裁
判
が
な
さ
れ
る
。
 
 
 

国
 
税
務
訴
訟
で
は
、
無
過
失
責
任
的
証
明
責
任
は
、
被
告
課
税
庁
が
負
担
す
る
。
阻
税
債
権
ほ
課
税
要
件
事
実
を
充
足
す
る
こ
と
に
 
 

ょ
り
成
立
す
る
も
の
で
あ
り
、
要
件
事
実
の
存
否
不
明
の
場
合
に
ま
で
、
租
税
債
権
の
成
立
を
認
め
る
こ
と
は
、
国
民
の
財
産
権
へ
の
侵
 
 

害
を
根
拠
づ
け
る
い
わ
ゆ
る
侵
害
規
範
と
し
て
の
性
格
も
有
す
る
、
租
税
法
の
許
容
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
 
 
 

（   ′（＼ ′■■ヽ  

73 72 71  ）  ＼J    ）  

石
田
・
前
掲
書
二
二
五
貢
以
下
。
 
 

佐
上
・
前
掲
喜
一
四
三
貢
。
 
 

佐
上
教
授
は
、
行
為
責
任
の
基
礎
と
し
て
実
体
法
を
行
為
規
範
の
体
系
と
と
ら
え
た
う
え
で
、
こ
れ
を
訴
訟
に
投
影
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
 
 
 



六
 
お
わ
り
に
 
 

以
上
税
務
訴
訟
の
特
質
を
、
証
明
責
任
論
に
つ
い
て
の
新
た
な
潮
流
と
関
連
さ
せ
て
検
討
し
て
き
た
。
税
務
訴
訟
に
お
い
て
は
、
そ
の
 
 

特
質
に
応
じ
た
証
明
責
任
の
分
配
基
準
の
必
要
性
が
十
年
来
説
か
れ
て
き
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
り
そ
れ
が
実
現
し
な
か
っ
た
の
は
、
従
来
の
 
 

証
明
責
任
論
が
結
果
的
証
明
責
任
論
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
証
明
の
必
要
性
と
い
う
こ
と
に
議
論
の
中
心
は
、
移
動
し
て
 
 

（
閃
）
 
 

い
っ
た
。
 
 
 

し
か
し
、
証
明
の
必
要
性
と
い
う
こ
と
も
、
実
際
砂
訴
訟
手
続
の
流
れ
の
中
で
の
み
問
題
と
な
り
得
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
結
果
的
証
明
 
 

責
任
論
で
は
、
訴
訟
外
・
訴
訟
過
程
の
当
事
者
の
行
為
を
規
律
で
き
な
い
こ
と
の
結
果
と
し
て
、
証
拠
資
料
の
偏
在
と
い
う
税
務
訴
訟
の
 
 

特
質
に
対
処
で
き
な
い
こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
。
こ
の
点
に
、
行
為
責
任
的
証
明
責
任
論
の
必
要
性
が
生
じ
て
き
た
の
で
あ
る
。
 
 

（
7
9
）
 
 
 

も
ち
ろ
ん
行
為
責
任
的
証
明
責
任
論
は
、
痕
唱
者
の
佐
上
教
授
も
認
め
て
い
る
よ
う
に
、
従
来
の
見
解
か
ら
み
れ
ば
破
天
荒
と
も
い
え
 
 

≡
五
五
 
 
 

（
佐
上
・
前
掲
書
一
四
六
頁
）
。
ま
た
竜
巻
弁
護
士
は
生
活
規
範
か
ら
み
た
証
明
責
任
を
主
張
し
て
い
る
（
竜
寄
・
前
掲
論
文
一
二
五
頁
）
。
こ
の
 
 
 

行
為
責
任
の
基
礎
と
い
う
点
に
関
し
て
は
、
租
税
法
は
、
課
税
庁
、
納
税
者
を
直
接
の
名
宛
人
と
す
る
行
為
規
範
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
実
体
法
 
 
 

と
し
て
の
私
法
は
行
為
規
範
と
し
て
の
側
面
が
二
次
的
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
 
 

（
7
4
）
 
紙
酒
・
前
掲
論
文
四
六
頁
。
 
 

（
7
5
）
 
反
証
不
提
出
責
任
や
事
案
解
明
義
務
に
基
づ
く
不
利
益
と
、
内
容
的
に
ほ
近
い
。
佐
上
・
前
掲
書
一
四
六
頁
、
竜
巻
・
前
掲
論
文
一
〇
三
頁
、
 
 
 

一
〇
九
頁
及
び
そ
こ
に
引
用
さ
れ
た
諸
論
文
。
 
 

（
7
6
）
 
危
険
領
域
説
に
つ
い
て
は
、
浜
上
・
前
掲
論
文
一
五
頁
以
下
参
照
。
 
 

（
7
7
）
 
竜
寄
・
前
掲
論
文
〓
t
O
頁
。
 
 



三
五
六
 
 

（
8
0
）
 
 

る
も
の
だ
け
に
、
学
説
及
び
実
務
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
ま
で
に
は
時
間
が
か
か
る
と
予
想
さ
れ
る
・
。
ま
た
、
・
理
論
自
体
も
充
分
完
成
さ
れ
 
 

た
と
は
言
い
難
い
。
そ
の
よ
う
な
理
論
を
、
税
務
訴
訟
に
お
け
る
証
明
責
任
論
に
取
り
込
む
こ
と
は
問
題
な
し
と
し
な
い
。
 
 
 

し
か
し
、
行
為
責
任
的
証
明
責
任
論
の
意
阻
自
体
は
訴
訟
を
機
能
的
に
把
え
た
も
の
と
し
で
正
当
に
評
価
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
 
 

り
、
一
税
務
訴
訟
に
も
そ
の
よ
う
な
視
点
を
導
入
し
な
い
限
り
、
租
税
法
領
域
の
特
殊
性
か
ら
く
る
問
題
点
は
解
消
さ
れ
な
い
、
と
考
え
 
 

る
。
 
 
 

本
稿
で
は
、
行
為
責
任
的
証
明
責
任
論
及
び
税
務
訴
訟
の
特
質
に
対
す
る
分
析
が
、
充
分
で
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
明
確
な
結
論
を
 
 

提
示
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
ら
の
点
は
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
て
残
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
 
 

（
7
8
）
 
小
川
英
明
「
立
証
責
任
」
租
税
判
例
官
選
＜
第
二
版
＞
二
二
一
貫
。
 
 

（
乃
）
 
佐
上
・
前
掲
書
一
四
二
頁
。
 
 

（
8
0
）
 
現
在
の
と
こ
ろ
、
行
為
責
任
的
証
明
責
任
論
に
同
調
し
て
い
る
の
は
、
竜
寄
弁
護
士
（
竜
崎
・
前
掲
論
文
参
照
）
と
佐
藤
彰
一
講
師
（
「
立
証
 
 
 

責
任
論
に
お
け
る
行
為
責
任
の
台
頭
と
客
観
的
立
証
責
任
概
念
の
意
義
」
立
命
館
法
学
一
九
八
二
年
五
・
六
号
五
八
二
頁
以
下
）
の
二
人
だ
け
の
 
 

よ
う
で
あ
る
。
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